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Summary

医療現場で使う電源の薬機法上の扱いは、表示・使用目的・機能・接続対象・販売時の説明などを基に
個別に判断します。可搬型・無瞬断UPSを医療ICT機器へ電力を供給する上流側の電源基盤として用いる
場合は、その役割と接続条件を整理し、薬機法上の確認範囲と、接地・漏れ電流・院内分電盤・IEC
60601-1・JIS T 0601-1などの電源安全の確認範囲を分けて判断できます。

Key Points

Array
医療ICT機器を移動しながら使うための可搬型・無瞬断電源基盤の概念と導入条件を整理する。
UPS、医療機器、接地、漏れ電流、保護判定の相互作用を確認する。
0ms切替、保持時間、電源品質を接続機器側の必要条件として整理する。
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